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段階 得点 学習前の人数 5カ月後の人数
前操作期段階 0 2 2
具体的操作期段階 1～4 27 20
移行期段階 5- 1 5
形式的操作期段階 8^ 12 2 5
表2 2組の論理的思考発達段階
段階 得点 学習前の人数 5カ月後の人数
前操作期段階 0 3 2
具体的操作期段階 1～4 22 19
移行期段階 5～7 7 9






































善玉 喜 享 eL :=>=.芳
増 撹
&:蝣 t























正 しい概念を獲得 した児童の 正 しい概 念硝 得できなかった






正 LL噸 念を獲 得した児童の 正 LL噸 念を獲得できなかった












































































・ ・ ・ ・ ・ ・
. . .
・ ・ ・ ・
10





























デ ター数 21 10
平均 1.71 240
変琳SX) 14 440
分散 0.71 0.49
t=2.22df-29pく0.05
6.3コミットメントからみた科学的な知の構
築理科学習は、科学理論や科学概念に対する
コミットメントを形成させることをめざし
ているともいえる。 子どもたちが学習後に
科学的概念に対して強くコミットするもの
とならなければならない。 また、先に述べた
ように、意識の明確化の学習群では、正しい概
念を獲得した児童のコミットメントの大きさが
獲得できなかった児童のコミットメントの大き
さを上回り、その差に有意差が認められたこと
から、概念形成においても、コミツ_トメントが
関係していることが考えられる。 そこで、意識
の明確化の学習群である1組を中心に、学習前
におけるコミットメントの大きさの違いから、
学習後に正しい科学的概念に対してどのように
コミットしているかについて検討する。
まず、コミットメントの大きさと科学的な
知の関係について調べるため、質問紙全体のコ
ミットメントの大きさとその正答数との相関を
求めたとこノろr-0.29と、相関は小さかった。
また、学習前のコミットメントの大きさの違い
による正答率、誤答率に有意差はみられない(図
12)ことから、正しい概念を獲得した児童と獲
得できなかった児童とに分け、そのコミットメ
ントを比較することができる。
図12学習前のコミットメントの大きさの違いによる
誤答率
なお、学習前のコミットメントの大きさと学
習5ケ月後のコミットメントの大きさについて
130-
相関を求めたところ、r-0.4と、中以下の相
関が認められた。 これらより、子どもたちにと
ってコミットメントが概念形成に何らかの関係
があることが予想された。
そこで、学習5ケ月後に正. しい概念獲得した
児童と獲得できなかった鬼童に分け、その学習
前と学習5ケ月後のコミットメントの関係から
科学的な概念の獲得について検討することにす
る。なお、ここでは、学習前の質問紙において
最も誤答率が高く、学習5ケ月後においても科
学的概念へ変容しにくい素朴概念である、問'1
の「おもりの重さとふりこの周期の関係」につ
いて取り上げ、科学的な知への考察をすること
にする。
まず、学習5. ケ月後に正しい概念を獲得した
児童と獲得できなかった児童との、学習前と学
習5ケ月後のコミットメントを大きさを示した
のが図13である。
-◆-正しい概念を獲得し
た児童のコミットメン
トN-17
-・曲-・-正しい概念を獲得で
きなかった児童のコ
ミットメントN-14
図13正しい概念を獲得した児童と獲得できなかった
児童のコミットメントの大きさ
t検定を行ったところ、学習前の正しい概念
を獲得した児童と獲得できなかった児童のコミ
ットメントの大きさの問に5%の水準で有意差
はなかったが、・学習5ケ月後には有意差が認め
られた(t-2.68df-28pく0.05)このこと
は、正しい概念を獲得できた児童は、正しい概
念に対して強くコミットしているのに対して、
正しい概念を獲得できていない児童は、自分の
考えに固執しておらず強くはコミットしていな
い。
次に、学習5ケ月後に科学的概念を獲得した
と考えられる図13の17名について、学習前の
コミットメントの大きさ別に、学習5ケ月後に
どのようなコミットメントの大きさとして獲得
したかを示したのが図14である。 この図より、
学習前のコ~ミットメントが大きいほど、学習5
ケ月後のコミットメントも大きいものになって
いる。このことから、~正しい概念を獲得できる
場合は、学習前、または学習過程に自己の概念
に対して強くコミットすることができれば、解
決すべき問題に対する意識が明確になり、論理
的思考力との相互作用により、新たに獲得すべ
き科学的概念に対して実感をともなったものと
して受け取ることができ、強固なものとして身
につけることができる可能性を示唆している。
それに対して、学習後に正しい概念を獲得で
きなかった児童について表したのが図15であ
る。この図から概念変換がうまくいかなかった
場合、学習前のコミットメントが弓釦＼児童は、
学習5ケ月後においても、誤った概念に対して
強くコミットするものとなってしまっている。
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図14正しい概念を獲得図15正しい概念を獲得
した児童のコミットメントできノなかった児童のコミ
ットメント
すなわら、概念変換カチうまくいけば、学習前
の概念に対して強くコミットすることは、科学
的な知の構築につながると考えられるが、うま
くいかなかった場合は、逆に誤った概念に対し
て強くコミットするものとなり、学習者にとっ
てリスクがあるものとなりうる。
ここで大切なことは、学習後のコミットメン
トを高める土と以前に、正しい概念を獲得させ
ることであるということを忘れてはならない。
正しい概念の獲得なくしてコミットメント云々
は言えないからである0
素朴概念の復活をなくし、正しい概念の獲得
させるためには、自然の事象や理科実験に対し
て、自然の決まりや法則は実験によって検討す
ることができるという実証性をもって自然と向
'き合える態度車その結果を素直に受けとめる科
学的態度が必要であろう。 そのための手だては
今後の課題となる。
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また、今回の研究では対象者が少ないため、
今後より多くを対象者とした調査が必要である
と思われる。
7.今後の課題
理科における論理的思考力は、ある一つの単元
だけではなく、また、理科という教科の枠組み
の中だけで、高まっていくものではない。 本研
究では、物の運動(ふりこ)を取り上げたが、
その他の単元や、算数、総合的な学習の時間、
学校の枠を越えた生活場面等との関係から論理
的思考力をとらえていくこ. とも必要である。
また、正しい概念の獲得するには、見通しや
仮説は実験によって検討できるという実証性を
もって、実験結果を素直に受けとめる科学的な
見方、考え方が必要セあるが、実証性を兼ね備
えた見方、考え方というのは、すくに身につく
ものではない。 より数多くの具体的場面を通し
他者と関わることにより「科学的」となる。 そ
のためのより、効果的な方法や手段については
今後の課長であるo
注釈
注1GALT(GroupAssessmentofLogical
Thinking)は、1983年にRoadrangka,Padillaとその
他の理科教育関係者によってまとめられた保存
・比例・変数制御・確立・相関・場合の数の6
つの論理的思考力を測定する評価テストであ
るGALTは、思考力を調べるテストではある.
が、ピアジェの理論を背景にしているため、学
習者の発達段階の測定ができる。 ピアジェの発
達理論の特質は、子どもの認知能力の発達が論
理的操作の発達であるととらえているところに
ある。したがってGALTを用いることで、学
習者の認識能力を推し量ることが可能である。
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